
令和 6 年 7 月に実施された『随時監査』に関して伺う ／ 名嘉正明 

■８番 名嘉正明議員 質問いたします。まずは私が通告した質問書についてちょ

っとお話しておきたいと思います。この随時監査というのは、必要がある時に定期

監査に準じて行うものです。監査員の皆さんは前もって定期監査についていろいろ

行政にご意見や指摘等をやってきて、今回この随時監査が出てきたんだなと理解し

ています。 

そこにおいて、私が議員になってから初めて随時監査の報告を受けてます、一般

会計については初めてです。これまでは、特会（特別会計）については何回かあっ

たということをお伺いしていますけど。その随時監査の報告書は、行政にも届いて

いると思います。議長に一般質問の通告書に 2 点 

あげましたけど、この報告書の 1 ページと 2 ページに総括とあります。まず初めに

この進捗チェックの件で、総括の真ん中あたりに、「役場の職員が」、いわゆる「村

長以下全職員が」ということで私は受け止めてます。この進捗チェック推進のとこ

ろで「意識付けが弱まった」とあるんですよ。これは一番懸念するところだと感じ

てます。なぜかといったら、行政は決裁権の順番が担当から村長まで 7 段階、6 段

階であると思うんですよ。そういう段階でなぜこのチェックの意識付けが弱まって

いるかという事を監査員の皆さんがおっしゃっているかという事ですよ。そのチェ

ック推進の件について意識付けが弱まっているところで、村長、なにか村長のほう

から見解伺いましょう。まずは。 

■議長（金城信光） 答弁、名嘉律夫村長。 

■名嘉律夫村長 名嘉正明議員の質問にお答えします。例えば領収書なり、そうい

うのも早めに提出するとか、あるいは伺いを立てて予算を執行するとか、そういう

手続きがちょっと疎かになってたのかなという事もあるんですけども、いずれにし

ても今回初めてこの件を知ったところです。そのへんをしっかり意識付けてやって

いくことが、大事じゃないかと思っています。以上です。 

■議長（金城信光） 答弁終わりました。名嘉正明議員。 

■8 番 名嘉正明議員 村長もある程度この意識付けが弱まっていることを認識し

ているってことをお伺いしました。そこで、村長、私の個人的な話したら語
ご

弊
へい

があ

るかもしれんけど、私も決裁権があります。最終的な決裁権が。トップの方は最終

的な決裁権がある。部下の皆さんに日頃から襟を正して業務に励んでもらうことが

一番大事だと思ってますよ。そこを言いたいですよ。次は、じゃあ副村長、実務の

最高責任者である副村長の見解はどうか。 

■議長（金城信光） 答弁、金城時正副村長。 

■金城時正副村長 名嘉議員の質問にお答えします。進捗チェックの推進について

なんですけれども、こちらは主に工事、あとは委託業務ですね、業務委託の件が主

な内容です。一件処理というのがありまして、発注から工事完了までのチェック表

がファイル綴にありますね。このチェック表がファイルに綴られてないのがたまに

見受けられたりしますね。それついては付箋紙を貼って、チェック表を添付するよ

うにと指摘しています。いかんせんそういったのがまだまだできていない状況があ

るようです。監査員も監査しやすいよう、インデックスでファイルを見やすいよう



に指導していきたいところです。 

 決裁が回るときもこのファイルと一緒に回すように、指導しているところです。

その中でもたまにファイルに綴られていないのが回ってきたりする状況ですので、

監査員からも指摘があるとおり、最低限チェック表で確認できるように、これから

また指導していきたいと思います。以上です。 

■議長（金城信光） 答弁終わりました。名嘉正明議員。 

■8 番 名嘉正明議員 副村長からも村長からも、今後職員に対して指導していき

たいという意気込みを聞きました。最終的に私の見解、意見を述べたいと思います

ので、次に進んでいきます。総括の 2 支出負担行為の概算払い、精算払いの件と

して、こっちも監査員の見解として「この行為が適正な処理とは言えない」とある

が、そこは一番問題ですよ、こういうところが。私はこの数字的な中身については

今日触れません。この総括について言います。「適正な処理とは言えない」とあるが、

これはおそらく各々が職務に対して忠実でない、いわゆる規則、役場の仕事の規則

を守ってないということで理解してよろしいですか。村長からまず答弁お願いしま

す。 

■議長（金城信光） 答弁、名嘉律夫村長。 

■名嘉律夫村長 ご指摘のとおりだと思うんですけども、これは各課の課長におい

てしっかり指導をしていくべき事だと私は言っています。いずれにしても最終的な

責任は私にありますが、各課の課長にも答弁をさせたいと思います。よろしいです

か。 

■8 番 名嘉正明議員 とりあえず今日は村長と副村長から聞いて、後から必要で

あれば聞きます。なぜ断ったかと言ったら「中身については触れません。」と言いま

したから。今日は課長の皆さんは安心してください。 

■名嘉律夫村長 ご指摘のとおりです。いずれにしても今後しっかり確認しながら、

指導を含めてやっていきたいと思っています。以上です。 

■議長（金城信光） 答弁終わりました。名嘉正明議員。 

■8 番 名嘉正明議員 村長も先程と同じように指導を含めると言っているが、こ

の指導がどこまで行き届くか、実務の最高責任者副村長、あんたはどう思いますか。 

■議長（金城信光） 答弁、金城時正副村長。 

■金城時正副村長 お答えします。質問にあります概算払いの精算についてなんで

すけれども、主に県外出張の件で精算が遅れている状況です。特に団体で行く場合

ですね。役場職員だけじゃなくて他の職員以外の皆さんも一緒に行きますので、精

算が遅れている状況であります。監査員からの指導もありますので、次からは 10 日

以内に精算ができるように努めていきたいと思います。以上です。 

■議長（金城信光） 答弁終わりました。名嘉正明議員。 

■8 番 名嘉正明議員 私は今の件で行政の規則遵守の意識がはっきりしたと思い

ますので、皆さんのこれからの努力に期待します。いいですか。 

それと今日こういう質問をした経緯といいますか、根拠をちょっと申し上げてお

きましょうね。皆さんまだ忘れてないと思うんですよ、こっちにいる皆さん。以前

にも、2 回ほど皆さんが苦い経験をしていることを覚えてますね。実務の遵守規則

を守ってなかった 暁
あかつき

に、以前の苦い経験をしてると思うんですよ。そういうこと



から踏まえたら、苦い経験の中では職員も辞めざるを得なかったとかいうようなこ

とも多々出てきているんですよ。私があえて今日この随時監査を指摘して意見する

のは、職員を守っていくためにも「日頃からのお互いの実務をしっかりと、襟を正

して行ってください」という切な願いでありますので、村長、最後にどうですか。 

■議長（金城信光） 答弁、名嘉律夫村長。 

■名嘉律夫村長 まさに今名嘉議員がおっしゃったとおり、過去のいろんな経緯を

踏まえて、やはり少し緩みが出ているんじゃないかなという気がします。そういう

事で、今後は必ず確認をして、怠っている場合は指導、指示をするということを徹

底していきたいと思っています。以上です。 

■議長（金城信光） 答弁終わりました。名嘉正明議員。 

■8 番 名嘉正明議員 ただいま村長から「これからの行政の実務については、し

っかりと職員に指導するなり、襟を正して執行をする」ということで確認が取れま

したので時間はまだたくさんありますけど、先程村長から課長の皆さんに答弁させ

てもよいか問われたけど、「今日は聞きません。」と言ったから聞きません。これで

終わります。 


